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児童数  347名 
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― 地域とともに子どものよさや可能性を伸ばす学校づくり ― 

「チャレンジする力、コミュニケーション

力、主体的に学ぶ力」の育成を目指し、全ての

子どもたちの可能性を引き出す授業改革に取

り組んでいる。 

 特に、全教員による組織的な校内研修とし

て、共通の課題意識をもつ教員による「チーム

研修」を進め、児童の学びの伴走者として、地

域社会の課題を自分事として捉え、課題解決型

学習を推進する「だて学」の充実につなげるな

ど、大きな成果を上げている。 

 

 

  



 

－ 教職員同士が主体的に学び合う協働的な「チーム研修」の推進 － 

校内研修の主題を「個別最適な学びと協働的

な学びを目指して」に設定し、子どもが主体的

に学ぶ授業への転換に向け、４つのチームで、

教師自身の学びと子どもの学びを結び付けた

「自走する校内研修」に取り組んでいる。 

特に、子どもの心理的安全性をベースに、主

体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業づ

くりに取り組み、「相手意識」「自己有用感」「選

択する力」「自己調整」の育成を意識した授業づ

くりが進んでおり、成果を上げている。 

 

 

－ ICTを活用した教員自らが主体的に公開する「プチ研修」の実施 － 

 全ての教員が主体的に授業公開し、授業者が

事前に示すポイントを踏まえた協議を通して、

相互にフィードバックを行う「プチ研修」に取

り組んでいる。 

特に、校内のクラウド内に研修に係るポータ

ルサイトを作成し、教員がいつでも自分の学び

にアクセスできるようにするなど、「みんなで、

無理なく、効率的に、和気藹々とできる研修」

を目指したことにより、資質向上につながる

「自分事の研修」となり、成果を上げている。 

 

 

－ 「教師も子どもも笑顔で帰宅させる」教育の推進 － 

 ・どの学年でも子どもたちがタブレットを自分

の道具として使い慣れていて、自分たちの頃

の授業とは変わっているのを感じます。 

・今日の授業では、子どもたちが主体的に学び

を進めていくような形になっており、自分で

考えたり、話し合ったりしていてよかったで

す。 

・子どもたちが、「だて学」を通して歴史や特産

物について学び、知ることで、郷土愛が育ま

れる実感があります。（保護者の声） 

 

 

 

 


